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ススススキキハハダダカカ ((条条鰭鰭綱綱ハハダダカカイイワワシシ目目ハハダダカカイイワワシシ科科))
漂漂着着個個体体かからら得得らられれたた琉琉球球列列島島初初記記録録のの

メメドドゥゥーーササノノカカンンザザシシ ((新新称称)) CCaarrddiiooddeecctteess mmeedduussaaeeuuss
((WWiillssoonn,, 11990088)) ((カカイイアアシシ亜亜綱綱管管口口目目ペペンンネネララ科科))

上野大輔 1*・角井敬知 2・長澤和也 3

New record of Cardiodectes medusaeus (Wilson, 1908)
(Copepoda: Siphonostomatoida: Pennellidae) from a stranded

pearly lanternfish, Myctophum nitidulum Garman (Myctophiformes:
Myctophidae) from the Ryukyu Islands, southern Japan

Daisuke UYENO
1＊, Keiichi KAKUI

2 and Kazuya NAGASAWA
3

Abstract. The mesoparasitic copepod, Cardiodectes medusaeus (Wilson, 1908)(Siphonostomatoida:

Pennellidae) is recorded based on a single ovigerous female specimen from the pearly lanternfish,

Myctophum nitidulum Garman (Myctophiformes: Myctophidae) stranded on the sandy beach of

Hamahiga-jima Island, adjacent to Okinawa Island, central Ryukyu Islands, southern Japan. This

represents the first record of C. medusaeus from the Ryukyu Islands. Myctophum nitidulum is a

newly recorded host for C. medusaeus.

Key words Pennellid copepod, Cardiodectes medusaeus, Myctophum nitidulum, stranding,

mesoparasite, Ryukyu Islands, new host record



諸 言

ペンネラ科カイアシ類は管口目に属し, 主に

海水魚に寄生する一群である. 全ての種におい

て雌成体の体は顕著な変形を伴い, そのうち多

くは頭胸部を宿主体内へと埋没させて, 血管な

どから直接栄養分を摂取する外内部寄生者であ

る (Kabata, 1979; Boxshall and Halsey, 2004).

なお, 雄成体は顕著な変形を示さない (e.g. Ho,

1966; Perkins, 1983; Okawachi et al., 2012). 属

や種の決定には, 宿主体内に埋没する雌成体の

頭胸部を観察する必要がある. 宿主魚における

寄生部位は種ごとに異なり, 鰓, 眼球, または

筋肉組織を経て心臓などの内臓にまで達するも

のも知られ (Kabata, 1970; Perkins, 1983), 様々

な悪影響も報告されている (e.g. Kabata and

Forrester, 1974; Becheikh et al., 1997). また,

多くの種が成熟し繁殖する過程において, 第一

および第二宿主を必要とすることが明らかにさ

れているが (Rose and Hamon, 1953; Ho, 1966;

Schram, 1979; Perkins, 1983; Brooker et al.,

2007), 同一の宿主上で生活史を完結できる種

も知られる (Okawachi et al., 2012). 一方, 淡

水魚の寄生虫で, 観賞魚の敵として知られるイ

カリムシ Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758は,

本科カイアシ類に類似した形態と寄生様式を示

すが (Uyeno et al, 2011参照), 系統的に離れ

たケンミジンコ目に属し, 近縁ではない.

本研究では, 沖縄県浜比嘉島東岸に漂着した

ススキハダカMyctophum nitidulum Garman (ハ

ダカイワシ目ハダカイワシ科) 1個体から, ペ

ンネラ科に属するメドゥーサノカンザシ (新称)

Cardiodectes medusaeus (Wilson, 1908) が得ら

れたので, 報告する.

材料と方法

ススキハダカ 1個体は, 2008年 3月 1日に,

沖縄県うるま市浜比嘉島東岸 (26°18’45.93"N,

127°57’37.43"E) の汀潮線上に漂着していた

(図 1 ). 宿主魚は漂着後半日以上が経過してい

たとみられ, 半乾燥状態であった. そのまま研

究室に持ち帰り, 魚体長を計測した後に解剖し

た. 摘出したカイアシ類は, 海水に30分程浸し

て適度に湿らせた後, 70%エタノールで固定し

た. その後, ラクトフェノールにて約5時間透徹

し, 光学顕微鏡と描画装置を用いてのスケッチ

と観察を経て種同定した. 魚類の同定は中坊・

甲斐 (2013) に従った. 魚類の標本は海洋博総

合研究センター所蔵の琉球大学魚類コレクショ

ン (URM-P), カイアシ類の標本は琉球大学資

料館風樹館 (RUMF) (〒903-0213 沖縄県中頭

郡西原町千原 1 ) に収蔵されている.

Order Siphonostomatoida Burmeister, 1835

Family Pennellidae Burmeister, 1835

Genus Cardiodectes Wilson, 1917

Cardiodectes medusaeus (Wilson, 1908)

メドゥーサノカンザシ (新称)

(図 1・2 )

供試標本. 抱卵雌 1個体, RUMF-ZC-2193, 宿

主: ススキハダカMyctophum nitidulum Garman

(条鰭綱ハダカイワシ目ハダカイワシ科)

(URM-P 44476, 標準体長77.0 mm), 沖縄県う

るま市浜比嘉島東岸の汀潮線上 (26°18’45.93"N,

127°57’37.43"E), 2008年 3月 1日. 上野大輔・

角井敬知採集.

抱卵雌の形態. 体長17.16 mm, 体 (図 2 A)

は細長い棒状を呈し, 前方から 1/3程で湾曲す

る. 頭胸部 (図 2 B, C) はやや幅広で(長さ2.54

mm, 幅3.05 mm)前方には枝状の突起が多く発

達する. また, 頭胸部側面および腹面にはそれ

ぞれ 1対ずつ葉状の突起が発達するが, 前者は

翼型で前方へ大きく突出し, 後者は半球形に近

い. 胴 (図 2 A) は細長く棒状で, 後方へ行く

に従い幅広くなる. 胴後端には, 小さな腹部

(図 2 A, D) を有する. 腹部は幅広で (長さ0.55

mm, 幅0.75 mm), 後端部が緩やかに窪む. ま

た, 胴部後方には直線状の糸のような卵嚢 (図

2 A, E) を 1対有し, 内部には扁平な卵が一列

に並ぶ. 卵嚢はいずれも先端部が欠け不完全だ

が, 体長よりも長い (図 1 ).

寄生部位. 頭胸部先端は宿主の右鰓腔から筋

肉組織へ穿入し, 心臓に達した. 胴部の大半お

よび卵嚢は, 宿主の体外へ露出していた(図 1 ).
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所見. 本種は, 1904年アルバトロス号による

California Coast Expeditionにおいて, カリフォ

ルニア州モントレー湾から採集されたハダカイ

ワシ科魚類のコヒレハダカ Stenobrachius

leucopsarus (Eigenmann ＆ Eigenmann) (原文

には Nannobrachium leucopsarumとして記述)

に寄生していた抱卵雌 1 個体に基づいて ,

Lernaeenicus medusaeus Wilson, 1908として記

載された (Wilson, 1908).その後, Wilson (1917)

は本種を模式種としてCardiodectes属を創設し

た. 現在本属には14種が含まれるが, 本種は頭

胸部に 2対のシンプルな突起を有することと,

小型で長さに対し幅が広い腹部を有することで,

ほぼ全ての同属他種と区別される (Bellwood,

1981; Uyeno and Nagasawa, 2010). Cardiodectes

bellottii (Richiardi, 1882) は, 本種と非常に類

似した形態を示し, 2種を明確に区別すること

は極めて困難とされる. Wilson (1917) は, 頭

胸部側縁に発達する突起の形態と卵嚢の長さ,

Bellwood (1981) は, 頸部と呼ばれる体が細く

くびれる部分の長さから本種とC. bellottiiを区

別しているが, 実際にはこれらの形質による種

の判別は不可能である . このため , Boxshall

(2000) は, 両者が同一種である可能性を指摘

している.

本種の標準和名は, 本種の頭胸部が種小名の

由来でもあるギリシャ神話に登場するメドゥー

サの頭部を彷彿とさせることと, 本種が宿主魚

に寄生した状態があたかも簪のように見えるこ

とに因む.

分布. 模式産地のモントレー湾は北太平洋東

岸カリフォルニア州に位置するが, 本種は同州

各地およびオレゴン州の他, 同じく北太平洋の

西岸からは日本, 南太平洋ではフレンチポリネ

シア, 南大西洋西岸の南アフリカ共和国および

モーリタニア・イスラム共和国, インド洋では

モーリシャス共和国, 地中海と, 世界中の温帯

および熱帯海域から報告されている (e.g.

Perkins, 1983; Boxshall, 2000). 日本国内では,

太平洋岸の神奈川県三崎と三重県尾鷲から報告

されており (Wilson, 1917; Shiino, 1958), 本

報告は沖縄県および琉球列島初記録である.

宿主. 世界各地からこれまで報告されてきた本種

の宿主魚は, 模式宿主コヒレハダカStenobrachius

leucopsarusをはじめ, ゴコウハダカCeratoscopelus

townsendi (Eigenmann & Eigenmann), C.
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図 1 . メドゥーサノカンザシ抱卵雌の寄生を受けたススキハダカ漂着個体 (URM-P 44476, 標準体
長77.0 mm), 浜比嘉島, 2008年 3月 1日撮影, 矢印は卵嚢を示す. スケール: 20 mm.

Fig. 1. A stranded pearly lanternfish, Myctophum nitidulum Garman (URM-P 44476, 77.0 mm SL), in-
fected with an postmetamorphic female of Cardiodectes medusaeus (Wilson, 1908) from
Hamahiga-jima Island, 1 March 2008, arrowheads = egg strings. Scale bar: 20 mm.



warmingii (Lütken), セ ン ハ ダ カ Diaphus

suborbitalis Weber, ト ド ハ ダ カ D. theta

Eigenmann & Eigenmann, Gonichthys cocco

(Cocco), Lampanyctodes hectoris (Günther),

Myctophum affine (Lütken), Nannobrachium

ritteri (Gilbert), Parvilux ingens Hubbs &

Wisner, ナガハダカ Symbolophorus californiensis

(Eigenmann & Eigenmann), Tarletonbeania

crenularis (Jordan & Gilbert) の, ハダカイワシ

科魚類計 12種が知られる (Perkins, 1983;

Boxshall, 2000). 本報告による, ススキハダカ

は新宿主である.

本種は, 生活史において 2宿主を利用するこ

とが明らかになっている (Perkins, 1983). コペ

ポディド期からカリムス期を経て成熟して交尾

を行うまでは, 異足目のクチキレウキガイ科や

ゾウクラゲ科, 翼舌目のアサガオガイ科, ミジ

ンウキマイマイ科などの有殻翼足目, また裸鰓

目のヒダミノウミウシ科やコノハウミウシ科と

いった, 様々な浮遊性の小型腹足類を第一宿主

とする. その後, 再度雌のみが第二宿主として

のハダカイワシ科魚類に寄生し, 産卵を行う
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図 2 . メドゥーサノカンザシ抱卵雌 (RUMF-ZC-2193). A) 全体. B) 頭胸部背面. C) 同腹面. D)
胴後方腹面. E) 胴および卵嚢. スケール: A) 3 mm; B-C) 1 mm; D) 0.5 mm; E) 0.3 mm.

Fig. 2. Cardiodectes medusaeus (Wilson, 1908), postmetamorphic female (RUMF-ZC-2193). A)
habitus. B) head, dorsal view. C) same, ventral view. D) posterior part of trunk, ventral view. E)
genital aperture with egg string. Scale bars: A) 3 mm; B-C) 1 mm; D) 0.5 mm; E) 0.3 mm.



(Perkins, 1983). 本研究からは未成熟個体が得

られず, 第一宿主について特定出来ないが, 琉

球列島周辺に豊富に存在する浮遊性腹足類を宿

主として利用しているのは疑いないだろう.
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要 約

琉球列島中部, うるま市浜比嘉島東岸の汀潮

線上に漂着したススキハダカ Myctophum

nitidulum Garmanに寄生していた, カイアシ亜

綱管口目ペンネラ科のメドゥーサノカンザシ

(新称) Cardiodectes medusaeus (Wilson, 1908)

を報告する. 本種は世界各地の温帯および熱帯

海域に分布し, 本邦からは神奈川県および三重

県から報告されていた. 本報告は琉球列島から

の初記録であり, 国内における南限記録である.

また, 本種の宿主魚としてハダカイワシ科魚類

12種が知られるが, ススキハダカは新宿主であ

る.

(2013年 1月21日受理)
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